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「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
答
え
て

く
だ
さ
い
。
も
ら
え
る
助
成

金
を
紹
介
し
ま
す
」
な
ど
の

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
郵
便
物
を
受
け
取

っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
支
給
額
も
何
十
万
円
、

　

歯
科
臨
床
学
術
部
は
４
月

24
日
、「
開
業
医
の
た
め
の

歯
科
矯
正
治
療
」
を
テ
ー
マ

に
生
涯
研
修
講
座
を
Ｍ
＆
Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
保
田
好

隆
氏
（
元
大
阪
大
学
歯
学
部

歯
科
矯
正
学
講
座
助
教
授
、

保
田
矯
正
歯
科
）
が
講
師
を

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」意
見
書

採
択
相
次
ぎ
府
下
５
割
に
迫
る

咬合異常の大きな原因の一つが“口呼吸”と
語る保田好隆氏＝４月24日、Ｍ＆Ｄホール

務
め
、
１
１
８
人
が
参
加
し

た
。

　

保
田
氏
は
始
め
に
、
咬
合

異
常
を
引
き
起
こ
す
後
天
的

な
大
き
な
原
因
の
一
つ
は

〝
口
呼
吸
〞
で
あ
り
、
鼻
閉

や
ア
デ
ノ
イ
ド
の
肥
大
な
ど

に
よ
っ
て
発
現
し
、
長
期
に

わ
た
る
習
慣
の
結
果
、
上
顎

骨
や
上
顎
歯
列
の
狭
窄
、
あ

る
い
は
舌
位
の
異
常
な
ど
が

引
き
起
こ
さ
れ
結
果
と
し

て
、
多
種
多
様
な
咬
合
異
常

が
発
現
す
る
と
述
べ
た
。

　

同
氏
の
医
院
で
は
矯
正
治

療
に
お
け
る
第
１
期
治
療
と

し
て
口
呼
吸
を
鼻
呼
吸
に
改

善
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、

そ
の
治
療
に
は
可
撤
性
装
置

で
は
同
じ
効
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
固
定
式
急
速
拡

大
装
置
の
効
果
と
有
用
性
に

つ
い
て
、
症
例
も
交
え
て
、

非
常
に
丁
寧
に
講
演
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
、
床
装

置
の
み
で
治
療
さ
れ
て
い

る
、
あ
る
い
は
手
を
つ
け
ず

に
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

多
か
っ
た
学
童
期
や
永
久
歯

列
前
期
の
矯
正
治
療
の
重
要

性
と
治
療
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
詳
細
に
説
明
し
た
。

　

固
定
式
急
速
拡
大
装
置
を

用
い
た
治
療
は
比
較
的
簡
単

で
、
し
か
も
普
遍
性
が
あ

り
、
正
し
い
こ
と
が
理
解
で

き
て
い
れ
ば
一
般
開
業
医
の

先
生
に
取
り
入
れ
て
頂
く
こ

と
で
矯
正
治
療
の
一
助
に
な

る
も
の
で
あ
る
と
講
演
を
締

め
く
く
っ
た
。

 

（
淀
川
区
・
林
哲
平
）

　

協
会
の
各
地
区
と
保
険
で

よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡

会
の
意
見
書
採
択
の
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
る
。
大
阪

府
下
の
市
町
村
の
３
月
議
会

で
は
、
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

が
高
石
市
、
阪
南
市
、
門
真

市
で
採
択
さ
れ
た
。
過
半
数

の
自
治
体
採
択
ま
で
５
議
会

と
迫
っ
て
お
り
、
勢
い
を
増

し
て
い
る
。

　

学
校
医
療
券
の
対
象
疾
病

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

は
、
泉
大
津
市
や
泉
南
市
、

門
真
市
な
ど
５
市
で
相
次
い

で
採
択
さ
れ
、
採
択
自
治
体

は
12
市
に
倍
増
し
た
。
府
民

と
歯
科
関
係
者
が
一
体
と
な

っ
た
大
阪
連
絡
会
の
取
り
組

み
の
な
か
で
、
歯
科
医
療
の

改
善
を
求
め
る
府
民
の
声
が

高
ま
り
、
採
択
に
結
び
付
い

て
い
る
。

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
で
は
、
６
月
12

【
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
】

　

大
阪
市
、
吹
田
市
、
池
田

市
、
摂
津
市
、
高
槻
市
、
羽

曳
野
市
、
岸
和
田
市
、
泉
大

津
市
、
和
泉
市
、
高
石
市
、

泉
南
市
、
阪
南
市
、
門
真

市
、
四
條
畷
市
、
交
野
市
、

島
本
町
、
田
尻
町

【
学
校
医
療
券
】

　

大
阪
市
、
吹
田
市
、
箕
面

市
、
摂
津
市
、
泉
大
津
市
、

和
泉
市
、
高
石
市
、泉
南
市
、

阪
南
市
、
門
真
市
、
寝
屋
川

市
、
交
野
市

日
に
市
民
講
座
と
総
会
を
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、１
年
間

の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
。

参
加
無
料
。
協
会
創
立
40
周

年
の
記
念
企
画
の
一
つ
で
、

会
場
で
は
東
日
本
大
震
災
の

救
援
募
金
へ
の
協
力
を
呼
び

か
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

を
活
用
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

①
受
給
用
件
に
合
わ
せ
る

た
め
に
、
そ
の
場
限
り
の
こ

と
は
し
な
い
こ
と
。
院
長
の

雇
用
管
理
の
理
念
や
方
針
に

沿
っ
た
助
成
金
を
対
象
に
す

る
こ
と
。

　

③
多
忙
な
院
長
で
は
時
間

と
情
報
が
不
足
し
、
専
門
家

に
委
託
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
信
頼
で
き
る
人
か
ど
う

か
見
極
め
が
必
要
で
あ
る
。

不
正
に
受
給
し
た
社
名
公
表

は
昨
年
の
11
月
か
ら
全
国
の

労
働
局
で
実
施
さ
れ
て
い

　

②
多
く
の
助
成
金
は
、

「
就
業
規
則
の
定
め
」や「
事

前
に
提
出
し
た
計
画
書
」
に

基
づ
い
て
行
う
な
ど
、
事
前

の
準
備
が
必
要
と
な
る
。
ま

た
日
頃
の
労
働
時
間
管
理
や

賃
金
台
帳
が
十
分
で
な
い
場

合
は
、
そ
れ
が
問
題
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。

る
。
特
に
悪
質
な
も
の
は
、

刑
事
告
発
も
あ
る
。

　

④
改
正
に
注
意
が
必
要
。

ま
た
、
助
成
金
に
よ
り
申
請

窓
口
が
異
な
る
。

試
験
制
度
の
導
入

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や

有
期
契
約
労
働
者
の
雇
用
管

・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金
」

が
支
給
さ
れ
る
。当
然
だ
が
、

労
働
保
険
の
適
用
事
業
主
で

あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

　

支
給
額
は
、
１
人
目
は
転

換
制
度
導
入
分
と
し
て
、
一

事
業
主
に
つ
き
40
万
円
（
中

小
企
業
）
と
な
っ
て
い
る
。

転
換
制
度
導
入
か
ら
２
年
以

理
の
改
善
を
図
る
た
め
、
就

業
規
則
等
に
よ
り
正
社
員
へ

の
転
換
の
た
め
の
試
験
制
度

を
新
た
に
設
け
、
か
つ
そ
の

制
度
を
適
用
し
て
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
ま
た
は
有
期
契

約
労
働
者
を
正
社
員
へ
転
換

さ
せ
た
場
合
、「
均
衡
待
遇

内
に
２
人
以
上
、
正
社
員
に

転
換
さ
せ
た
場
合
は
、
転
換

促
進
分
と
し
て
対
象
者
一
人

に
つ
き
20
万
円（
同
）が
支
給

さ
れ
る
。
対
象
者
が
母
子
家

庭
の
母
親
な
ど
の
場
合
は
、

30
万
円（
同
）と
な
っ
て
い
る

（
２
人
〜
10
人
ま
で
）。

　

支
給
申
請
期
間
は
、
正
社

員
へ
の
転
換
後
、
６
カ
月
分

の
賃
金
を
支
給
し
た
日
の
翌

日
か
ら
３
カ
月
以
内
。
詳
し

く
は
、
大
阪
労
働
局
雇
用
均

等
室
（
☎
06―

６
９
４
１―

８
９
４
０
）
ま
で
。

 

（
随
時
掲
載
）

※
今
回
の
紹
介
は
、
す
べ
て

２
０
１
１
年
４
月
１
日
現
在

の
制
度
内
容
で
す
。
次
回
以

降
、
育
児
に
関
す
る
助
成
金

や
、
雇
い
入
れ
に
関
す
る
助

成
金
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。

力
が
か
か
っ
た
」「
助
成
金

だ
け
を
目
的
に
就
業
規
則
を

作
り
、
そ
の
後
の
労
務
管
理

で
不
都
合
が
生
じ
困
っ
た
」

な
ど
の
声
を
聞
く
。
助
成
金

と
き
に
は
何
百
万
円
と
あ

る
。
院
長
に
と
っ
て
魅
力
的

だ
。

　

し
か
し
、

「
次
か
ら
次
へ

書
類
を
求
め
ら

れ
、
職
安
へ
行

く
時
間
な
ど
労

　

歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
な

か
、
医
院
経
営
を
守
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
公
的
な

助
成
制
度
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
医
院
で
活
用
で

き
る
制
度
に
つ
い
て
、
桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労

士
）
に
解
説
し
て
も
ら
う
。

４
月
度
生
涯
研
修

矯正治療は鼻呼吸が重要
固定式拡大装置の有用性を解説

意
見
書
を
採
択
し
た

自
治
体

均
衡
待
遇
・
正
社
員
化
推
進
奨
励
金

正
職
員
に
転
換
で
40
万
円
支
給

知
っ
ト
ク
医
院
経
営

知
っ
ト
ク
医
院
経
営
①

桂　

好
志
郎
・
協
会
顧
問
社
労
士

　

協
会
の
前
事
務
局
長
・

西
端
公
敏
氏
が
４
月
17

日
、永
眠
さ
れ
た
。
69
歳
。

　

１
９
７
５
年
に
協
会
の

前
身
「
歯
科
保
険
医
の

会
」
の
専
任
事
務
局
員
と

な
り
、
献
身
的
に
役
員
を

補
佐
し
、
協
会
の
礎
を
築

い
た
最
大
の
功
労
者
で
あ

っ
た
。

　

当
時
、
開
業
歯
科
医
の

最
大
の
悩
み
は
徴
税
攻
勢

で
、
重
点
業
種
と
し
て
法

を
無
視
し
た
厳
し
い
取
り

立
て
に
さ
ら
さ
れ
た
。
西

端
氏
は
、
業
者
を
不
当
な

徴
税
か
ら
守
る
民
商
活
動

の
経
験
者
で
、
会
員
に
親

身
の
相
談
で
信
頼
を
得
、

飛
躍
的
な
会
員
拡
大
で
貢

献
し
た
。
今
日
の
経
税
部

・
社
保
研
究
部
に
つ
な
が

る
協
会
の
二
枚
看
板
、
税

・
社
保
の
要
求
と
手
づ
く

り
の
機
関
紙
を
一
人
で
こ

な
し
た
苦
労
は
大
変
な
も

の
で
あ
っ
た
。

　

不
運
に
も
病
魔
に
襲
わ

れ
、
２
０
０
０
年
１
月
に

退
職
後
も
次
々
と
難
病
が

重
な
っ
た
。
苦
し
い
闘
病

生
活
の
な
か
に
も
、
最
後

ま
で
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
強
靭

な
精
神
を
持
つ

人
格
者
で
あ
っ

た
。

（
顧
問
・
永
田

悦
夫
）

西
端
公
敏
氏
が
逝
去

前
事
務
局
長


